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地震に備えましょう
五色園区自主防災隊

2024年 2月17日

1

参照資料
消防防災博物館HP、スーモHP、日進市HP

農林水産省HP、首相官邸HP
地域防災コーディネーター育成機構HP

1. 住宅の危険個所をチェック

2. 家族との連絡方法の確認

3. 非常用品（備蓄品、非常持ち出し品）の
置き場所の確認 2

過去に南海トラフで起きた地震

1707年 宝永地震

1854年 安政東海地震

1944年 昭和東南海地震

2024年 ？？？？

147年

90年

80年

1. 住宅の危険個所をチェック
1）自分の住んでいる住宅の中ではどこが安全か、また危
険なところはないか？

平成7年（1995年）の阪神・淡
路大震災では、特に木造住宅の
倒壊等による人的被害が多かっ
たことから、住宅における被害
の軽減に向けた取り組みの必要
性が再認識されています。

住宅における地震被害から身を
守るためには、住宅の耐震化を
考えましょう。 3

耐震補強方法の例

①打ち増しなど基礎部分の補強

②構造用合板や筋交いなど壁面の補強

③沿柱など建物の外側からの補強

④筋交いなどの補強

⑤ベランダなど「はね出し部」の補強

⑥屋根の軽量化

⑦柱の増設

⑧柱や梁などの交換、金具補強
4
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家具の転倒や落下などの住宅内部の危険を取り除く対策。
2）家具は地震で倒れないか？

①家具の配置

寝室や子供・高齢者の部屋、出入口付近にはできるだけ背の
高い家具は置かないようにしましょう。
就寝位置を家具から離したり、転倒しにくい側方としましょ
う。

5

＜参 考＞
就寝時は枕元にスリッパ、
災害時ガラスが割れて飛
散しているかもしれませ
ん。またコンタクト等使
用されている方は眼鏡も
忘れず置いておきましょ
う。

②重量のある家電製品は
できるだけ低い位置に置
くようにしましょう。
本棚や食器棚では、重い
ものは下の棚に収納しま
しょう。

6

③家具の転倒防止
家具を正しく固定しましょう。転倒防止の器具を設置してい
ても正しい使用方法でないと効果のないことがあります。

固定場所
柱や鴨居、壁の中の桟を探
し出し、L字型金具と木ネジ
などで固定します。壁に固
定する場合、桟以外のとこ
ろに固定すると、地震の時
に家具の重さで壁が崩れて
しまう恐れがあります。

7

柱や桟に固定できない場合
突っ張り棒タイプのものを
使用する方法もあります。
ただし、天井に家具を支え
られる耐力があるかどうか
を確認する必要があります。
また、家具の上部と天井と
があまり離れていると、大
きな効果は期待できません。
突っ張り棒を設置する位置
は、家具上部の一番奥とし
ます。
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吊り戸棚や食器棚
地震時に中の収納物が飛び出し
てきて危険です。購入時に飛び
出し防止機構のものを選ぶか、
外付けのストッパー等を利用し
ましょう。
食器棚など
ガラスを使用している場合は、
地震時にガラスが割れて飛び
散ったり、避難するときに踏ん
でケガをする恐れがありますの
で、ガラス飛散防止フィルムを
貼ると良いでしょう。 9

2. 家族との連絡方法の確認

家族がそれぞれ別々の場所にいるときに、災害が発生したとき
には、お互いの安否を確認できるように、日頃から安否確認の
方法や集合場所などを家族で話し合っておきましょう。
次のことについて取り決めておきましょう。

自宅や勤務先周辺の緊急避難場所を把握しておき、被災時に落
ち合う場所を定めておく。

家族全員が利用できる安否確認方法を把握しておく。

家族みんなが携帯電話を持っている場合でも、災害時は回線が
つながりにくくなるため、連絡がとれない場合があります。安
否確認には災害用伝言ダイヤル171という手段があります。10

3. 非常用品（備蓄品、非常持ち出し品）の置き場所の確認

備蓄品、非常持ち出し品の置き場所を決めておきましょ
う。また食べ物の賞味期限やラジオや懐中電灯の電池が
切れていないかチェックしましょう。

大災害が発生したときには、電気やガス、水道、通信など
のライフラインが止まってしまう可能性があります。ライ
フラインが止まっても自力で生活できるよう、普段から飲
料水や非常食などを備蓄しておくようにしましょう。

11

非常用品には、大きく分けて自宅で避難生活するための備
蓄品、避難所などに避難するために持っていく非常持ち出
し品の２つに分けられます。

12
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備蓄を行う上での注意点

目安として最低限３日間程度の水や食料品は備蓄しましょう。

家族構成、住居や地域の特性によって必要となるものは異なり
ます。自分や家族にとって本当に必要なものを考えて準備しま
しょう。

消費期限などと照らし合わせて定期的にチェックし、必要に応
じて入れ替えましょう。

備蓄食料品を選ぶコツは、調理がいらず、すぐ食べられるもの
がよいでしょう。 13

飲料水とは別に、トイレを流したりするための生活
用水も必要です。日頃から、水道水を入れたポリタ
ンクを用意する、お風呂の水をいつも張っておく、
などの備えをしておきましょう。

冬の寒さなど、季節を考慮した用品を備えておきましょう。

車載ジャッキやカーラジオなど、身の周りにあるものの活用
を考えておくとよいでしょう。

スマートフォンの予備バッテリー（PSE マーク付）など、必
要な電源を確保しておくとよいでしょう。

（一例として、ペットボトルで簡易ランタンを
作る、レジ袋とタオルでオムツを作るなど）

14

食料・飲料・生活必需品などの備蓄の例

飲料水 3日分（1人1日3リットルが目安）

常食 3日分の食料として、ご飯（アルファ米など）
ビスケット、板チョコ、乾パンなど

簡易トイレ、携帯トイレ
トイレットペーパー、ティッシュペーパー、マッチ
ろうそく、カセットコンロ など

15 16

トイレについてのポイントは4つ
1.「トイレは避けられない生理現象である」
食事は我慢できてもトイレは1日も1時間も我慢ができるものではな
い。
2.トイレというのは日常生活のなかで1番回数が多い行為である。
入浴は最低1日1回、食事は通常3回。しかし、トイレは何と5回から
6回、多い人では10回も11回も12回もするという方がいらして、こ
れだけ多い日常行為である。
3.トイレについてだけは事前に防ぐことができる、事前防災として対
策が可能なものである。
4.トイレについては、自助、共助が最も大切だということ。
災害時にトイレを他人に頼るというスタンスはとても困ると思いま
すので、トイレに関しては、自分たちのことは自分たちでやる！
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携帯トイレと簡易トイレは別物

便座があるかないかが大きな違い。

簡易トイレは便座があり、「便座だけ」のものも簡易トイレ、
「便座と携帯トイレがセットになっているもの」も簡易トイレ。

18

携帯トイレは便座がなく、そのまま使えるものや便座にセット
して使うもののことを言う。
凝固剤と袋がセットになっているものや、凝固剤が袋の中に既
にセットされてすぐ使えるもの、簡易の段ボールがついている
ものや、凝固剤のみの物などがある。

19

携帯トイレは、１回ごとに１枚必要。

それでは、何枚くらい備蓄が必要なのか？

トイレには1日に何回行きますか？

国の防災基本計画で、最低3日分から推奨1週間分と言って
いますので、最低でも1人当たり、15回分から35回分必要
なわけです。

5回から6回？多い人は10回ぐらい？
自分の行く回数を考えて用意しましょう！

ローリングストックによる食料備蓄の実践

ローリングストックとは、普段から少し多めに食材、加工品を
買っておき、賞味期限を考えて古いものから消費して、消費し
た分だけ新しく買い足していくことで、常に一定量の食料を家
に備蓄しておく方法です。
日常生活で消費しながら備蓄することで、消費と購入を繰り返
しながら、備蓄品の鮮度を保ち、いざという時にも日常生活に
近い食生活を送ることができます。

災害が起こると食料の確保が最優先されま
す。備蓄の必要性を感じている方も、実際
に食料を備蓄しておくことはなかなか難し
いものです。
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非常持ち出し品

災害の状況によっては、避難を余儀なくさ
れることもあります。避難する時に持ち出
す『非常持ち出し品』を準備しておきま
しょう。両手が使えるリュックサックなど
に、避難の時必要なものをまとめて、目の
つきやすい所に置いておきましょう。
非常持ち出し品には、一時持ち出し品と二
次持ち出し品の2つがあります。災害時に必
要なものは、一人ひとり、異なるので、自
分用にアレンジして準備しましょう。

21

非常用持ち出しバッグの内容の例（人数分用意しましょう）

一次持ち出し品

避難するときに最初に持ち出すものです。
リュックなどに入れる重さの目安は、

貴重品、携帯ラジオ、懐中電灯、救急薬品
非常食料、水、その他

22

男性で15キロ 女性で10キロ程度

二次持ち出し品

避難した後で少し余裕が出てから安全を確認して自宅へ戻り、
避難所へ持ち出したり、または自宅で、避難生活を送る上で必
要なものです。
食料
そのまま食べられるか、簡単な調理で食べられるもの。缶詰や
レトルト食品、切りもち、チョコレート、梅干し、チーズ、調
味料など
燃料・その他
カセットコンロ、固形燃料や予備のガスボンベ、アウトドア用
の携帯コンロ、携帯トイレ、洗面具、歯ブラシ（家族分の本
数）、生理用品、ビニール袋、キッチン用ラップ、新聞紙など

23

備蓄はどこまですればいいのか？

最低限3日分
できれば1週間分

用意しましょう！
24


























